
　世界規模の不況をもたらした「リーマンショッ
ク」から10年が経過した。投資会社リーマン・ブ
ラザーズは、従来、返済能力のあるプライム階層
に融資をしていたが、融資の拡大をめざして返済
能力に疑問のあるサブプライム階層の住宅購入に
まで融資対象を拡張したサブプライム住宅ローン
を開始した。住宅価格が上昇していた当初は成功
であったが、2007年頃から住宅価格が低下しはじ
めた結果、不良債権が急増して経営が破

は
綻
たん
したと

いう事件である。
　このようなバブル経済事件は歴史に無数に登場
するが、世界最初とされるのは、17世紀前半にオ
ランダで勃

ぼっ
発
ぱつ
した「チューリップバブル事件」で

ある。16世紀にオスマン帝国原産のチューリップ
がオランダに流入してきた。当初は植物学者が趣
味で栽培していたが、一般の人々も栽培するほど
の流行となり、その球根がモザイクウイルスに感
染したときに誕生する奇妙な模様の花弁のチュー
リップが珍重されて、高値で売買されるようにな
った。
　とりわけ白地に赤色の縦

たて
縞
じま
模様のある「センペ

ル・アウグストゥス（無
む
窮
きゅう
の皇帝）」は絶大な人気

となって急速に値上がりし、１個の球根が１日に
何回も空売りされて急騰するほどの商品になっ
た。すでに1620年代に球根１個の値段が現在の価
値で200万円程度になり、30年代には4000万円を
突破した。アムステルダムの高級アパート１軒に

匹
ひっ
敵
てき
する値段である。当然のように1637年に市場

は崩壊し、3000人以上が破産し、自殺まで発生し
た。

　冷静になってみれば、球根１個が高級アパート
と等価ということは異常だと気付くはずである
が、熱狂した相場の渦中にあると感覚が麻

ま
痺
ひ
する

のである。日本の仏教学者が興味ある数式を提案
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している。個人の保有する資産を分子とし、その
個人の欲望を分母として割算した数値を満足の程
度とする。分子を増加して、すなわち資産を増加
して満足を増大しようとするのが西洋方式、分母
を縮小して、すなわち欲望を抑制して満足を追求
するのが東洋方式という提案である。
　単純な計算であるが、西洋方式では、欲望を２
倍にすれば資産を２倍にしても割算の数値は変化
しないから満足できず、２倍以上に資産を増加さ
せようと躍

やっ
起
き
になる。これがバブル経済事件の背

景にある構造である。東洋方式であれば、資産は
一定でも欲望を半分にすれば計算結果は２倍にな
るから満足するはずである。しかし残念ながら、
昨今の情報技術は個人の欲望を増

ぞう
幅
ふく
する巧妙な手

段を次々と開発している。それは大衆広告から個
別広告への変化である。

　かつては新聞広告にしてもテレビジョン広告に
しても、多少は対象を限定しても基本は大衆を相
手にしていた。しかしインターネットの登場によ

り、特定の個人に対応した広告を送付することが
可能になり、構造転換が発生した。それは媒体別
広告費の推移に反映している。日本ではインター
ネット広告の売上が2004年にラジオ広告を、2006
年に雑誌広告を、2009年に新聞広告を凌

りょう
駕
が
し、昨

年はテレビジョン広告の８割に肉薄している。多
分、数年で逆転する。
　インターネット広告は個人のウェブサイトの検
索履歴を利用するだけではない。携帯端末の位置
情報を利用して付近の店舗の広告を送信すること
や、購買履歴や移動履歴を複合分析して特定の個
人の欲望に合致する広告を送信する時代に移行し
ている。アメリカの地方都市のスーパーマーケッ
トが10代の女性に避妊用具の広告を送信して問題
になったが、その女性は実際に妊娠していたとい
う事例すらある。際限なく欲望を加速する時代に
突入しているのである。
　本来、欲望を抑制する文化が浸透していた日本
でも、最近は欲望を増大させる仕組みが蔓

まん
延
えん
して

いる。スルガ銀行の「かぼちゃの馬車」事件は一
例であるが、それ以外にも毎週のように投資詐欺
事件が報道されている。その背景は株主の欲望の
増大に対応できる利益を確保することをめざす西
洋方式の経営理念の圧力である。企業と株主の欲
望を満足させるだけではなく、「三方よし」が象徴
する社会全体が満足する方向へ転換することこ
そ、日本の企業に要求されている理念である。
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